



























spin echo（FSE）法の初期の echo が k-space 中心に
集まるため ﬂow void 効果が低下するという報告や，後
藤ら17）による spin echo（SE）法やFSE法では flow void
として描出できない低流速があるという報告から，非心
電図同期で施行する radial scan 法では，血管内腔が
ﬂow void とならないことが予想される。 
　本研究では，頸動脈プラーク評価を目的とした血管壁
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radial scan 法の撮像条件は以下の通りである。T1 
weighted image（T1WI）では，TR 500ms，echo time
（TE）32ms，phase oversampling（OS）100%，coverage 
166.7%，bandwidth（BW）355Hz/pixel，echo train 
length（ETL）9，ﬁeld of view（FOV） 180mm，matrix 
256×256，であり，T2  weighted image（T2WI）では，
TR 2200ms，TE 109ms，OS 100%，coverage 150.6%，BW 
355Hz/pixel，ETL 33，FOV 180mm，matrix 256×256，
縦磁化強制回復パルスである fast recovery（FR）パル
スを印加した。撮像時間はT1WI ： 3 分 2 秒，T2WI：
3 分24秒でスライス枚数 11枚，横断像を得た。また，
DIR 法の撮像条件は，T1WI では，TR 1R-R間隔，TE 
32ms，OS 100%，BW 355Hz/pixel，ETL 9，FOV 
180mm，matrix 256×256，であり，T2WIでは，TR 2R-R
間隔，TE 109ms，OS 100%，BW355Hz/pixel，ETL 33，
FOV 180mm，matrix 256×256，FRパルスを印加した。
撮像時間はT1WI，T2WI ともに心拍数に依存し， 1 ス
ライス当たりの撮像時間は 1分30秒から 2分，横断像を
得た。
　3.0T における radial scan 法の撮像条件は，T1WI で
は，TR 500ms，TE 32ms，OS 50%，coverage 150%，
BW 355Hz/pixel，ETL 9，FOV 180mm，matrix 256×
256，であり，T2WI では，TR 3500ms，TE 97ms，OS 
50%，coverage 123.8%，BW 349Hz/pixel，ETL 29，
FOV 180mm，matrix 256×256，FRパルスを印加した。
撮像時間はT1WI： 2 分35秒，T2WI： 1 分35秒でスラ
イス枚数 11枚，横断像を得た。なお，すべてのシーケ

















87歳，平均72.5歳，男性15名，女性 2 名，左右比 5：
12）とした。すべての症例は内頸動脈に狭窄があり，平
均狭窄率はA群で56.9%（軽度狭窄 1例，中等度狭窄12
例，高度狭窄 4 例），B群で67.5%（軽度狭窄 2 例，中
等度狭窄 7例，高度狭窄 8例）であった。また，A群に
おいては，保存的治療11例，carotid artery stenting （CAS）
6 例，B群においては，保存的治療 8 例，CAS 8 例，
carotid endarterectomy（CEA） 1 例であった。A群
は1.5T 装置を用いたDIR 法にてT1WI，T2WI を撮像，






をDIR 法と radial scan 法にて比較し t検定にて有意差
検定を行った。さらに radial scan 法を使用したときの
1.5T と3.0T を比較するため，A群と B群の血管内腔
の信号強度を測定し，Welch 検定にて有意差検定を行っ
た。また，B群における超音波検査にて内頸動脈の流速






67.06，T2WI では94.43±45.15，radial scan 法による
T1WI では36.37±16.88，T2WI では44.77±15.64とな




±14.61，3.0T 装 置 に よ るT1WI で は28.73±11.94，




































る。radial scan 法を使用したときの flow void 効果が
1.5T 装置と3.0T 装置にて差異があるかどうか臨床患者
における血管内腔の信号強度を測定し比較した。1.5T














































　以上の結果から，radial scan 法では，DIR 法同様，
十分な血管内腔の信号強度低下となった。しかし，
dephase に影響する k-space 充填のタイミングや撮像
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